
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
か
ら 

協
調
し
て
取
り
組
む
べ
き
難
問

　

２
０
２
４
年
の
訪
日
外
客
数
は
３
８
０

０
万
人
を
超
え
、
過
去
最
高
だ
っ
た
コ
ロ

ナ
禍
前
の
２
０
１
９
年
を
５
０
０
万
人
上

回
っ
た
。
こ
う
し
た
中
、
と
く
に
主
要
都

市
や
観
光
地
で
は
改
め
て
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
対
策
へ
の
要
望
が
高
ま
っ
て
い
て
、

国
も「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
未
然
防

止
・
抑
制
」
を
掲
げ
て
取
り
組
み
に
乗
り

出
し
て
い
る
。

　

じ
ゃ
ら
ん
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー（
以
下

Ｊ
Ｒ
Ｃ
）
で
は
こ
れ
ま
で
も
、
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
問
題
の
本
質
を
探
る
研
究
に

取
り
組
み
、
地
域
特
性
や
住
民
の
感
じ
て

い
る
負
の
感
情
の
種
類
か
ら
問
題
の
切
り

分
け
に
取
り
組
ん
で
き
た（『
と
ー
り
ま

か
し
』75
号
掲
載
）。
今
回
は
さ
ら
に
、
全

国
各
地
で
ど
の
よ
う
な
問
題
が
発
生
し
て

い
て
、
ど
の
よ
う
な
対
策
が
必
要
な
の
か
、

ま
た
そ
れ
に
向
け
た
課
題
は
ど
の
よ
う

な
と
こ
ろ
に
あ
る
の
か
を
探
る
た
め
、

観
光
地
や
観
光
関
連
事
業
者
を
対
象
に
調

査
を
実
施
。
そ
の
結
果
か
ら
は
、
改
め
て

こ
の
問
題
の
、
観
光
地
だ
け
で
は
向
き
合

い
き
れ
な
い
難
し
さ
が
浮
か
び
上
が
っ
て

き
た
。

　

本
特
集
で
は
、
Ｊ
Ｒ
Ｃ
調
査「
観
光
地

の
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
お
よ
び 

分
散
・

平
準
化
対
策
に
関
す
る
現
状
調
査
」
の
結

果
を
紹
介
。
さ
ら
に
、
そ
れ
を
も
と
に
地

域
の
具
体
的
な
取
り
組
み
例
に
取
材
し
て
、

多
角
的
に
解
決
の
糸
口
を
探
っ
て
み
た
。
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日
頃
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
の
み
な
さ
ま
に
あ
り
が
と
う
、
読
者
の
み

な
さ
ま
に
あ
り
が
と
う
、
そ
し
て
私
た
ち
に
知

恵
を
提
供
し
て
く
れ
る
す
べ
て
の
み
な
さ
ま
に

あ
り
が
と
う
、
と
い
う
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め

て
、こ
の
名
前
を
つ
け
ま
し
た
。ち
な
み
に
、じ
ゃ

ら
ん「jalan

」
も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で
、「
道
」「
プ

ロ
セ
ス
」
の
意
味
で
す
。「jalan  jalan

」
で
、「
散

歩
す
る
」「
ブ
ラ
ブ
ラ
出
か
け
る
」「
旅
行
す
る
」

な
ど
の
意
味
に
な
り
ま
す
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で

「
あ
り
が
と
う
」の
意
。

と
ー
り
ま
か
し

心を動かす、
日本を元気にする
観光・レジャーのプロデューサー
応援情報誌

目 

次

2025年3月号

79vol.

「
観
光
地
の
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
お
よ
び 

分
散
・
平
準
化
対
策
に
関
す
る
現
状
調
査
」よ
り

や
る
べ
き
こ
と
は
見
え
て
き
た

み
ん
な
で
挑
む
！

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

問
題
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連
載

価
値
と
感
動
を
生
み
出
す
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

マ
エ
ス
ト
ロ
の
肖
像

料
理
家
／
管
理
栄
養
士

長
谷
川
あ
か
り

N
ostalg

ic but Innovative

ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
お
み
や
げ
手
帖

曲
げ
わ
っ
ぱ
（
秋
田
県
）

24
山
間
の
小
さ
な
温
泉
地
か
ら
、

定
番
人
気
温
泉
地
ま
で

発
表
！
じ
ゃ
ら
ん
人
気
温
泉
地

ラ
ン
キ
ン
グ
２
０
２
５

選
ば
れ
た
温
泉
地

16
「
シ
ニ
ア
の
活
躍
に
よ
る
新
し
い
旅
の

価
値
創
造
研
究
」よ
り

人
材
難
時
代
の
救
世
主
⁉

シ
ニ
ア
世
代
の
潜
在
能
力

「観光地のオーバーツーリズムおよび 分散・平準化対策に関する現状調査」より

みんなで挑む！
やるべきことは見えてきた

何を解決すればオーバーツーリズムを解決したと言えるのか？
調査からは、課題のパターンとともに解決の難しさも見えてきた。
その内容を紹介することで、業界を挙げてこの難問に挑む手がかりとしたい。

P4 「観光地のオーバーツーリズムおよび 分散・平準化対策に関する現状調査」報告
P8 対談  美瑛町× JRC
P12 事例  宮島清掃活動（宮島表参道商店街有志）／御食国事業（関西観光本部）
P14 観光庁に聞く

オーバー
ツーリズム問題



生
活
者
の
視
点
か
ら
見
る
と 

「
悪
い
影
響
」が
よ
り
優
勢

　

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
一
般
に「
観

光
客
の
増
加
に
よ
り
住
民
や
観
光
客
に
悪

影
響
が
出
る
こ
と
」
を
指
す
。
た
だ
し
、

住
民
に
と
っ
て
の
悪
影
響
と
観
光
客
に
と

っ
て
の
悪
影
響
は
内
容
が
異
な
り
、
住
民

と
観
光
業
界
で
も
受
け
止
め
方
は
異
な
る

は
ず
だ
。
本
調
査
は
Ｊ
Ｋ
Ｎ
会
員（
調
査

概
要
参
照
）
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
り
、

回
答
者
の
多
く
を
観
光
関
連
従
事
者
が
占

め
る
こ
と
か
ら
、
混
雑
度
合
い
と
そ
の
影

響
に
つ
い
て
は
、
回
答
者
が
住
民
と
し
て

日
常
生
活
を
送
る「
日
常
生
活
エ
リ
ア
」
と
、

観
光
業
務
従
事
者
と
し
て
関
わ
る「
業
務
・

事
業
エ
リ
ア
」（
観
光
地
、
宿
泊
施
設
等
）

に
分
け
て
確
認
し
た
。

　

図
１
は
、
両
エ
リ
ア
で
回
答
者
が
関
わ

る
地
域（
以
下
、
自
地
域
）の
、
コ
ロ
ナ
禍

前
と
比
較
し
た
混
雑
度
合
い
。
日
常
生
活

エ
リ
ア
で
は
59
・
７
％
、
業
務
・
事
業
エ

リ
ア
に
お
い
て
は
63
・
４
％
が
混
雑
を
認

識
し
て
い
て
、
と
も
に
コ
ロ
ナ
禍
前
以
上

た
」「
マ
ナ
ー
が
悪
い
旅
行
者
が
い
る
」
が

と
も
に
５
割
以
上
。
と
く
に
マ
ナ
ー
へ
の

問
題
意
識
が
目
立
つ
。
そ
の
他「
物
価
や

飲
食
店
の
価
格
な
ど
が
急
激
に
上
昇
し

た
」
も
５
割
に
近
く
、
と
く
に
民
間
企
業

で
６
割
以
上
、
宿
泊
施
設
で
は
７
割
以
上

と
高
い
。「
普
段
使
う
バ
ス
や
電
車
に
乗
車

で
き
な
い
、
お
店
に
入
れ
な
い
」
と
い
う

具
体
的
な「
不
利
益
」
も
挙
が
っ
た
が
、
そ

れ
以
前
の「
不
安
」「
不
快
」
に
類
す
る
影

響
が
目
立
っ
た
と
言
え
る（「
不
安
」「
不

快
」「
不
利
益
」に
つ
い
て
は
Ｐ
10
参
照
）

取
り
組
み
や
す
い「
マ
ナ
ー
対
策
」 

難
易
度
の
高
い「
交
通
」問
題

　

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
言
え
る
状
況

は
多
く
の
関
係
者
が
認
識
し
て
い
る
一
方

で
、
実
際
に
対
策
を
実
施
し
て
い
る
割
合

は「
混
雑
エ
リ
ア
あ
り
」
と
認
識
し
て
い
る

人
で
33
・
８
％（
図
４
）。
た
だ
し
所
属
先

別
に
見
る
と
、行
政
で
は「
実
施
し
て
い
る
」

が
約
４
割
に
上
る
の
に
対
し
、
民
間
企
業
、

宿
泊
施
設
で
は
２
割
前
後
。
と
も
に
４
割

以
上
が「
分
か
ら
な
い
」
と
答
え
る
な
ど
温

度
差
も
あ
っ
た
。　

　

ま
た
、
自
地
域
の
混
雑
の
有
無
に
関
わ

ら
ず
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
解
決
す

に
混
雑
が
進
ん
で
い
る
の
が
分
か
る
。
一
方
、

混
雑
に
よ
る
影
響（
図
２
）
に
つ
い
て
は
、

業
務
・
事
業
エ
リ
ア
で
は
良
い
影
響
を
感

じ
て
い
る
割
合
が
75
・
７
％
と
優
勢
だ
が
、

日
常
生
活
エ
リ
ア
で
は
52
・
４
％
と
悪
影

響
を
感
じ
て
い
る
割
合（
60
・
４
％
）
を
下

回
り
、
地
域
住
民
が
観
光
の
恩
恵
を
感
じ

に
く
い
状
況
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

　

混
雑
に
伴
う
具
体
的
な
影
響（
図
３
）に

つ
い
て
は
、「
生
活
圏
の
雰
囲
気
が
変
わ
っ

全体 （956）

観光業務従事者 （806）

業務エリア混雑度別

混雑エリアあり （263）

やや混雑エリアあり （248）

混雑エリアなし （295）

所属先別
※業務エリアに
混雑エリアがある人

行政 （186）

民間企業 （200）

宿泊施設 （84）

あてはまる・
計

全
体

不
安

旅行者の増加によって、生活圏の雰囲気が変わった  57.5 

看板、飲食店のメニューなどで外国語表記を見ることが増え、落ち着かない  15.2 

安価なホテルや特定の業態の店舗が急激に増えた  27.7 

旅行者の増加に合わせて物価や飲食店の価格などが急激に上昇した  49.2 

不
快

マナーが悪い（割り込み、路上飲酒、ポイ捨てなど）旅行者がいる  52.2 

立ち入り禁止場所へ侵入する人がいる、無断で写真撮影する人がいる  41.2 

不
利
益

旅行者で混雑して、普段使うバスや電車に乗車できない、お店に入れない  42.6 

食べ歩きで店内・施設内に入り、展示商品やほかの人の洋服などが汚れる  14.5 

建造物・文化財などの破損・落書きがある  16.0 

自然環境が悪化していると感じる  23.7 

調査概要
調査名 「観光地のオーバーツーリズムおよび分散・平準化対策に関する現状調査」
調査目的 観光関連業務従事者等を対象に、日常生活圏または業務・事業で関わる

エリアの混雑状況や混雑による影響度、具体的に発生している問題点に
ついて明らかにする。
各地のオーバーツーリズム対策や、分散・平準化対策について、実施状況
や実施意向、対策内容、推進上の課題点について明らかにする。

調査方法 JKN会員に向けたインターネット調査
（JKN会員にメールでアンケートを依頼し、専用のweb画面で回答してい
ただく形式）

調査期間 2024年8月28日（水）～10月4日（金）
調査対象者 JKN会員（割付回収なし） 

回答者の所属先別の人数は
右表の通り

良い影響が
出ている

良い影響も
悪い影響も
出ている	

良い影響も
悪い影響も
出ている	

影響なし 14.1%

分からない  2.5%

悪い影響が
出ている

※JKN会員とは、『じゃらんリサ
ーチセンター』が保有するメー
ルマガジン会員データベースで、
観光行政（自治体、観光協会、
DMO等）や観光関連事業者（宿
泊、交通、IT等）が登録

（人） （％）
行政・計 390 40.8

都道府県庁 76 7.9
市区町村 159 16.6
観光協会・DMO 107 11.2
その他 48 5.0

民間企業・計 319 33.4
宿泊施設・計 151 15.8
その他　　　 96 10.0
合計　　 956 100.0

■あてはまる ■ややあてはまる　 ■どちらでもない ■あまりあてはまらない ■あてはまらない

■ある ■ない ■分からない※所属先別は「その他」を除く

7.5 77.6 14.9

15.7 50.4 33.9

33.8 27.4 38.8

18.6 52.9 28.5

16.7 50.5 32.7

20.2 35.7 44.0

17.5 38.0 44.5

38.2 40.9 21.0

混雑している
場所やスポットが
ある

やや混雑している
場所やスポットがある

混雑している
場所や
スポットはない

混雑している
場所や
スポットはない

29.4%

30.3%
40.3%

45.4% 

15.1%

29.2%

良い影響が
出ている 7.0%

影響なし

分からない  3.3%

悪い影響が
出ている

5 March  2025 4

図1 自地域の旅行者の増加による混雑度（単一回答）

日常生活エリア

日常生活エリア

業務・事業エリア

業務・事業エリア

図２ 混雑による影響（単一回答）	

図3  混雑によって起こっている問題（自地域内に混雑エリアがある人、単一回答）（％）

図4  オーバーツーリズム対策の有無（全体、単一回答）（％）

観光業務従事者（n=806）

業務エリアに混雑エリアがある観光業務従事者（n=511）

全員（n=956）

日常生活エリアに混雑エリアがある人（n=571）

日
常
生
活
に
は「
悪
い
影
響
」が
優
勢

要
対
策
だ
が
難
し
い
の
は
交
通
問
題

「
観
光
地
の
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
お
よ
び
分
散
・
平
準
化
対
策
に
関
す
る
現
状
調
査
」は
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
現
況
や
対
策
に
つ
い
て
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
。そ
の
中
か
ら
ま
ず
は
現
況
と
着
手
す
る
べ
き

対
策
に
つ
い
て
ご
紹
介
す
る
。

観光地のオーバーツーリズムおよび分散・平準化対策に関する現状調査

図5　さまざまな対策の必要性と難易度（ベース＝全体、複数回答）

n=650

混雑している
場所やスポットが
ある

23.5%

52.3%

7.6%

32.6%
36.6%

30.8%

やや混雑している
場所やスポットがある

混雑している・計
63.4％

良い影響が
出ている・計
75.7％

良い影響が
出ている・計
52.4％

悪い影響が
出ている・計
59.9％悪い影響が

出ている・計
60.4％

混雑している・計
59.7％

その他

オーバー
ツーリズム問題

調査結果①

オーバー
ツーリズムの
現況

3020100
0

10

20

30

40

50
n=956  （%）

40 6050

必要だと考えられている率

オーバーツーリズム対策
必要な対策 × 実施障壁率

実※

施
障
壁
率
※
必
要
な
対
策
の
う
ち
、実
施
が
難
し
い
対
策
の
割
合

50% 100%0%（n=）

50% 100%0%

8.6 15.1 24.3 23.7 28.3 

4.8 11.2 22.2 25.2 36.6 

3.2 11.2 22.3 28.8 34.5 

13.4 29.2 15.8 20.9 20.6 

15.5 25.7 21.8 22.3 14.6 

22.5 29.7 20.2 19.1 8.6 

14.5 34.8 21.7 18.8 10.3 

7.2 20.5 21.7 23.7 26.9 

4.2 11.1 20.0 26.5 38.3 

19.5 38.0 17.5 16.6 8.3 

観光が地域にもたらす
メリットの住民への説
明、インバウンド受容
の雰囲気づくり

住民が意見を投稿できる
プラットフォームや意見箱
の設置

住民の生活に関する
データの検証・分析

住民・事業者などの
地域関係者同士の話し合い

マナー違反行為の抑制

飲食店等商業施設におけ
る混雑状況の調査・把握

手ぶら観光の推進・
仕組みづくり

交通渋滞の解消
（自家用車の入域規制、
パークアンドライド等）

運賃・料金の
柔軟な設定

受入環境の充実

入域や交通の管理・規制

必要度が高く、
比較的すぐに
取り組める対策

必要度が高く、
実施が難しいため、
分野横断的な
連携が必要

公共交通の輸送力増強

公共交通の混雑緩和

旅行者への
マナー啓発

（情報発信）

インバウンドへの
マナー啓発

（多言語対応等）



分散_旅行客の誘導 受入環境の整備 デジタル環境整備 他事業者・住民との連携 組織

そ
の
他

（n=）

モ
デ
ル
ル
ー
ト
・
コ
ー
ス
の

提
示
（
分
散
目
的
）

エ
リ
ア
内
の
空
い
て
い
る

観
光
ス
ポ
ッ
ト
へ
の

旅
行
客
の
誘
導

事
前
予
約
・
ネ
ッ
ト
予
約
の

導
入

混
雑
情
報
や
空
き
情
報
の

可
視
化
・
情
報
配
信

夜
や
早
朝
、季
節
限
定
の

イ
ベ
ン
ト
開
催

混
雑
、非
混
雑
地
域
間
の

連
携

旅
行
客
向
け
の
魅
力
的
な

コ
ン
テ
ン
ツ
造
成

多
言
語
の
情
報
ツ
ー
ル
の

整
備
（
看
板
、パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
な
ど
）

宿
泊
施
設
の
充
実

交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
、

移
動
の
シ
ー
ム
レ
ス
化

電
子
マ
ネ
ー
な
ど
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
へ
の
対
応
強
化

観
光
D
X
の
推
進

（
収
集
デ
ー
タ
の
分
析
・
活
用
）

無
線
L
A
N
環
境
の
整
備

海
外
事
業
者
（
旅
行
関
連
会

社
）・
海
外
メ
デ
ィ
ア
と
の

連
携

観
光
関
係
者
向
け
の
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
研
修
会
の
開
催

住
民
向
け
説
明
会
な
ど
の

実
施

観
光
人
材
・
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

対
応
人
材
の
採
用
・
育
成

全体 （222）  46.4  30.6  30.6  25.7  24.3  10.8  45.0  42.3  26.6  26.6  33.3  32.9  23.0  19.8  17.1  3.2  23.9  0.9 
観光業務従事者 （198）  47.5  30.8  30.8  26.8  24.7  11.1  47.0  42.9  27.3  28.8  33.8  33.3  24.2  19.7  17.7  3.5  23.2  0.5 

業務エリア 
混雑度別

混雑エリアあり （98）  49.0  33.7  35.7  34.7  26.5  12.2  50.0  46.9  35.7  30.6  38.8  34.7  25.5  19.4  17.3  3.1  24.5  1.0 
やや混雑エリアあり （63）  47.6  33.3  28.6  23.8  27.0  12.7  50.8  38.1  22.2  34.9  31.7  38.1  22.2  22.2  15.9  4.8  23.8 - 
混雑エリアなし （37）  43.2  18.9  21.6  10.8  16.2  5.4  32.4  40.5  13.5  13.5  24.3  21.6  24.3  16.2  21.6  2.7  18.9 - 

所属先別 
※業務エリアに
混雑エリアが
ある人

■行政 （75）  54.7  40.0  25.3  36.0  28.0  12.0  60.0  40.0  28.0  26.7  30.7  48.0  28.0  24.0  22.7  5.3  24.0  1.3 
　都道府県庁 （16）  50.0  56.3  12.5  25.0  25.0  12.5  62.5  25.0  25.0  50.0  18.8  43.8  18.8  43.8  25.0  12.5  31.3 - 
　市区町村 （30）  56.7  40.0  16.7  36.7  33.3  10.0  50.0  40.0  23.3  13.3  30.0  50.0  23.3  16.7  23.3  3.3  23.3  3.3 
　観光協会・DMO （23）  60.9  30.4  43.5  47.8  21.7  17.4  69.6  47.8  26.1  26.1  39.1  52.2  34.8  21.7  17.4  4.3  17.4 - 
■民間企業 （50）  40.0  32.0  38.0  26.0  30.0  12.0  40.0  44.0  28.0  44.0  40.0  26.0  22.0  12.0  8.0  2.0  30.0 - 
■宿泊施設 （22）  31.8  18.2  40.9  27.3  13.6  9.1  40.9  40.9  45.5  27.3  40.9  31.8  22.7  22.7  13.6 -  9.1 - 

時間的な偏りがある・計
あ
て
は
ま
る

も
の
は
な
い

時
間
的
な

偏
り
が
あ
る
・
計

（n=）

混
雑
が
集
中
す
る 

時
間
帯
が
あ
る

平
日
・
休
日
の 

繁
閑
差
が
大
き
い

シ
ー
ズ
ン
に
よ
る 

繁
閑
差
が
大
き
い

全体（自地域内に混雑エリアがある人） （650） 43.5 31.4 47.2 17.4 82.6
観光業務従事者 （552） 45.7 31.9 49.5 15.8 84.2

業務エリア 
混雑度別

■混雑エリアあり （263）  57.8 29.7 45.2 15.2 84.8
■やや混雑エリアあり （248）  35.5 33.1  54.8 16.9 83.1
■混雑エリアなし （41）  29.3  39.0 43.9  12.2  87.8 

地域的な偏りがある・計
あ
て
は
ま
る

も
の
は
な
い

地
域
的
な

偏
り
が
あ
る
・
計

（n=）

域
内
ス
ポ
ッ
ト
の

一
極
集
中
が
起
き
て
い
る

県
内
の
地
域
間
で
の 

繁
閑
差
が
大
き
い

広
域
エ
リ
ア
間
で
の 

繁
閑
差
が
大
き
い

全体 （956） 37.8 42.9 25.0 18.5 81.5
観光業務従事者 （806） 39.3 44.0 25.6 18.2 81.8

業務エリア 
混雑度別

■混雑エリアあり （263）  58.2 40.7 25.9  8.7  91.3 
■やや混雑エリアあり （248）  47.2 44.4 26.6 14.1 85.9
■混雑エリアなし （295）  15.9 46.8 24.4 30.2  69.8 

実
効
性
の
あ
る
対
策
の
た
め 

幅
広
い
連
携
も
視
野
に

　

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
問
題
は
す
べ
て

の
地
域
で
起
こ
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

と
す
る
と
、
一
部
の
都
市
や
観
光
地
、
シ

ー
ズ
ン
に
偏
っ
た
観
光
客
を
分
散
・
平
準

化
で
き
れ
ば
、
そ
も
そ
も
問
題
自
体
が
抑

制
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
こ
う

し
た
混
雑
の
偏
り
と
、
そ
の
対
策
の
実
態

に
つ
い
て
も
確
認
し
た
。

　

時
間
的
な
偏
り
に
つ
い
て
は
、
自
地
域

内
に
混
雑
エ
リ
ア
が
あ
る
人
の
う
ち
８
割

以
上
が
何
ら
か
の
偏
り
が
あ
る
と
回
答
。

業
務
エ
リ
ア
に
混
雑
が
あ
る
場
合
、
１
日

の
中
の
時
間
帯
に
よ
る
差
を
挙
げ
る
人
が

多
か
っ
た
が
、
全
体
と
し
て
は
シ
ー
ズ
ン

に
よ
る
繁
閑
差
が
目
立
つ（
図
６
）。
地
域

的
な
偏
り
に
つ
い
て
も
、
全
体
の
８
割
以

上
が「
あ
る
」
と
回
答
。
全
体
で
は
県
内

の
地
域
間
で
の
偏
り
を
挙
げ
る
声
が
多
か

っ
た
が
、
業
務
エ
リ
ア
に
混
雑
エ
リ
ア
が

あ
る
場
合
、
と
く
に
域
内
の
特
定
ス
ポ
ッ
ト

へ
の
一
極
集
中
が
多
く
挙
が
っ
た（
図
７
）。

 

「
偏
り
が
あ
る
」
と
の
認
識
が
大
き
い
半

面
、「
分
散
・
誘
客
対
策
が
さ
れ
て
い
る
」

と
回
答
し
た
割
合
は
全
体
の
23
・
２
％
、

改
善
が
見
込
ま
れ
る
と
考
え
る
回
答
者
は

わ
ず
か
４
％
に
留
ま
る（
図
9
）。
業
務
エ

リ
ア
に
混
雑
エ
リ
ア
が
あ
る
場
合
、
４
割

近
く
が「
対
策
さ
れ
て
い
る
」
と
回
答
し

た
も
の
の
、
改
善
が
見
込
ま
れ
る
と
の
回

答
は
や
は
り
５
・
３
％
と
低
い
。

　

実
施
さ
れ
て
い
る
対
策
内
容
は
、「
モ
デ

ル
ル
ー
ト
・
コ
ー
ス
の
提
示
」「
旅
行
客
向

け
の
魅
力
的
な
コ
ン
テ
ン
ツ
造
成
」「
多
言

語
の
情
報
ツ
ー
ル
の
整
備
」
が
多
く
、
と

く
に
混
雑
エ
リ
ア
の
あ
る
地
域
で
は
ネ
ッ

ト
予
約
、
混
雑
情
報
配
信
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
な
ど
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
取
り
組
み
が

目
立
つ
。
一
方
で「
混
雑
、
非
混
雑
地
域

間
の
連
携
」
や「
住
民
向
け
説
明
会
」
な
ど

は
進
ん
で
い
な
い（
図
８
）。
対
策
が
進
ま

な
い
主
な
理
由（
図
10
）
は
、
人
材（
ス
キ

ル
、
専
門
性
）
や
人
手（
労
働
力
）
の
不
足
。

こ
れ
に「
エ
リ
ア
間
の
連
携
・
役
割
分
担

が
難
し
い
」
が
続
き
、
市
区
町
村
で
は
資

金
面
へ
の
課
題
も
加
わ
る
。

　

人
材
不
足
の
解
決
は
難
し
い
が
、
連
携

の
強
化
に
つ
い
て
は
、
利
害
関
係
の
異
な

る
関
係
者
の
調
整
役
と
し
て
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が

第
三
者
的
に
関
与
す
る
な
ど
工
夫
の
余
地

も
あ
る
。
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
そ
の
も

の
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
地
域
間
、

ま
た
観
光
事
業
者
と
地
域
住
民
の
連
携
も

意
識
し
た
い
と
こ
ろ
だ
。

る
た
め
に
ど
ん
な
対
策
が
必
要
で
、
そ
の

う
ち
実
現
が
難
し
い
と
思
う
の
は
ど
の
対

策
か
も
確
認
。
こ
れ
ら
を
集
計
し
、
横
軸

に「
必
要
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
率
」、
縦

軸
に「
実
施
障
壁
率（
実
現
の
難
し
さ
）」

を
取
っ
て
示
し
た
の
が
図
５
だ
。「
必
要
な

対
策
」
と
し
て
最
も
多
く
挙
が
っ
た
の
は
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
旅
行
者
、
そ
の
他
旅
行
者

へ
の「
マ
ナ
ー
啓
発
」。
次
に
関
心
を
集
め

た
の
が「
公
共
交
通
」
に
関
す
る
こ
と
で
、

輸
送
力
増
強
や
混
雑
緩
和
が
課
題
視
さ
れ

て
い
る
。
た
だ
し「
マ
ナ
ー
啓
発
」
に
つ
い

て
は
実
施
障
壁
率
が
低
い
＝
比
較
的
容
易

に
実
施
で
き
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
一
方

で
、
公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、
輸
送
力
増

強
や
混
雑
緩
和
に
限
ら
ず
幅
広
い
テ
ー
マ

で
対
策
が
難
し
い
と
の
意
見
が
多
い
こ
と

が
分
か
っ
た
。

　

交
通
に
関
す
る
対
策
が
難
し
い
の
は
、

ハ
ー
ド
面
で
の
整
備
や
制
度
改
革
な
ど
国

を
巻
き
込
ん
だ
協
力
が
不
可
欠
で
、
地
域

単
位
で
は
解
決
で
き
な
い
課
題
だ
か
ら
だ

と
考
え
ら
れ
る
。
当
面
は
取
り
組
み
や
す

い
マ
ナ
ー
啓
発
な
ど
か
ら
着
手
し
つ
つ
、

実
施
障
壁
が
高
い
対
策
に
つ
い
て
は
実
証

実
験
な
ど
を
通
じ
て
解
決
の
道
を
探
っ
て

い
く
必
要
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
実
証

実
験
の
ネ
ッ
ク
と
な
る
費
用
に
つ
い
て
は

国
の
補
助
事
業
も
始
ま
っ
て
い
る
。
そ
の

他
取
り
組
み
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
考
え
方
を

特
集
後
半
で
紹
介
し
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ

参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

受入環境の整備 他との連携 組織 その他 不明・不必要

（n=）

旅
行
客
の
受
入
れ
基
盤
が

な
い
（
宿
泊
施
設
、

交
通
イ
ン
フ
ラ
、な
ど
）

旅
行
客
向
け
の
魅
力
的
な

コ
ン
テ
ン
ツ
が
な
い

エ
リ
ア
間
の

連
携
・
役
割
分
担
が
難
し
い

他
事
業
者
と
の

連
携
・
役
割
分
担
が
難
し
い

住
民
の
理
解

が
得
ら
れ
て
い
な
い

人
材
（
ス
キ
ル
・
専
門
性
）が

不
足
し
て
い
る

人
手
（
労
働
力
）が

不
足
し
て
い
る

対
策
す
る
た
め
の

資
金
が
不
足
し
て
い
る

何
を
す
れ
ば
よ
い
か

が
分
か
ら
な
い

法
規
制
な
ど
の

障
壁
が
あ
る

そ
の
他

（
自
分
の
業
務
範
囲
で
は

な
い
の
で
）対
策
を
し
て

い
な
い
理
由
が
分
か
ら
な
い

対
策
す
る
必
要
は
な
い
と

考
え
て
い
る

全体 （453）  33.3  26.9  38.2  30.7  12.1  40.0  38.4  31.8  13.0  10.6  7.3  4.6  9.3 
観光業務従事者 （381）  31.8  27.0  39.9  31.5  12.3  39.6  39.4  32.5  12.9  10.2  7.6  3.4  10.5 

業務エリア 
混雑度別

混雑エリアあり （98）  33.7  25.5  50.0  43.9  18.4  52.0  53.1  39.8  10.2  18.4  7.1  3.1  1.0 
やや混雑エリアあり （117）  36.8  27.4  41.9  30.8  16.2  45.3  44.4  35.9  16.2  9.4  6.0  2.6  6.8 
混雑エリアなし （166）  27.1  27.7  32.5  24.7  6.0  28.3  27.7  25.9  12.0  6.0  9.0  4.2  18.7 

所属先別 
※業務エリアに
混雑エリアが
ある人

■行政 （75）  37.3  32.0  34.7  28.0  16.0  41.3  49.3  45.3  16.0  9.3  9.3  -  4.0 
　都道府県庁 （6）  50.0  50.0  33.3  33.3  33.3  50.0  66.7  66.7  33.3  -  -  -  16.7 
　市区町村 （33）  33.3  36.4  27.3  21.2  9.1  42.4  45.5  48.5  15.2  3.0  12.1  -  6.1 
　観光協会・DMO （26）  38.5  30.8  38.5  23.1  15.4  30.8  46.2  38.5  7.7  19.2  7.7  -  - 
■民間企業 （96）  34.4  19.8  54.2  40.6  18.8  51.0  43.8  32.3  12.5  18.8  3.1  5.2  5.2 
■宿泊施設 （36）  33.3  33.3  47.2  41.7  16.7  55.6  58.3  30.6  11.1  11.1  11.1  2.8  2.8 

　
全
体

■
混
雑
エ
リ
ア
な
し

■
や
や
混
雑
エ
リ
ア
あ
り

■
混
雑
エ
リ
ア
あ
り

　
全
体

■
混
雑
エ
リ
ア
な
し

■
や
や
混
雑
エ
リ
ア
あ
り

■
混
雑
エ
リ
ア
あ
り

　
全
体

■
宿
泊
施
設

■
民
間
企
業

■
行
政

　
全
体

■
宿
泊
施
設

■
民
間
企
業

■
行
政

n=30以上の場合n=30以上の場合

n=30以上の場合

n=30以上の場合

※n＝30未満は参考値

※n＝30未満は参考値

［比率の差］全体との差
■ +10ポイント
■  +5ポイント
■   -5ポイント
■ -10ポイント

［比率の差］全体との差
■ +10ポイント
■  +5ポイント
■   -5ポイント
■ -10ポイント

［比率の差］全体との差
■ +10ポイント
■  +5ポイント
■   -5ポイント
■ -10ポイント

［比率の差］全体との差
■ +10ポイント
■  +5ポイント
■   -5ポイント
■ -10ポイント

80%

60%

40%

20%

0%

80%

60%

40%

20%

0%

80%

60%

40%

20%

0%

80%

60%

40%

20%

0%

分からない

対策されていない

対策がされている
ものの、状況は
変わらない

対策がされていて、
状況の改善が見込める
3.7%

47.4% 

19.6% 29.4% 

6

図6 自地域内の旅行者による混雑時間の偏り
         （自地域内に混雑エリアがある人、複数回答）

図8  分散対策の内容（分散・誘客対策がされていると回答した人、複数回答）

図10  対策されない理由（分散・誘客対策がされていないと回答した人、複数回答）

図7 自地域内の旅行者による混雑場所の偏り
　　   （全体、複数回答）

分
散
が
進
ま
な
い
主
要
因
は
人
手
不
足

複
数
エ
リ
ア
の
連
携
に
も
難
し
さ

前
項
の
内
容
か
ら
は
、
そ
も
そ
も
４
割
程
度
の
地
域
で
は

目
立
っ
た
混
雑
が
発
生
し
て
い
な
い
と
い
う
現
実
も
読
み
取
れ
る
。

調
査
で
は
、
こ
う
し
た
偏
り
を
解
消
す
る
分
散
・
平
準
化
の
現
状
や
意
向
も
確
認
し
た
。

観光地のオーバーツーリズムおよび分散・平準化対策に関する現状調査

図9 分散・誘客対策の
       実施状況（全体、単一回答）

（n=956）

7 March  2025

オーバー
ツーリズム問題

分散・
平準化

調査結果②

対策されて
いる・計
23.2％



い
影
響
も
出
て
い
る
が
、
日
常
生
活
に
は

あ
ま
り
良
い
影
響
が
出
て
い
る
と
は
言
え

な
い
」
と
い
う
点
で
す
。
こ
の
点
に
つ
い

て
ど
う
お
感
じ
に
な
り
ま
す
か
？ 

角
和　

観
光
客
の
増
加
は
、
観
光
産
業
に

携
わ
る
方
々
に
は
当
然
歓
迎
す
べ
き
こ
と

で
す
。
し
か
し
美
瑛
町
で
は
観
光
地
は
畑

そ
の
も
の
。
農
家
の
方
に
と
っ
て
は
仕
事

の
場
で
も
あ
り
生
活
の
場
で
も
あ
る
の
で
、

そ
こ
に
多
く
の
観
光
客
が
入
っ
て
く
る
こ

と
に
よ
る
悪
い
影
響
は
明
確
に
感
じ
ま
す
。

市
街
地
部
分
で
も
、
多
く
の
観
光
客
で
道

路
が
埋
ま
っ
た
様
子
に「
こ
れ
ま
で
の
生
活

空
間
と
は
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
感
じ

る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。 

長
野　

逆
に
観
光
が
生
活
に
よ
い
影
響
を

及
ぼ
す
イ
メ
ー
ジ
は
お
あ
り
で
す
か
？ 

角
和　

観
光
産
業
に
関
わ
り
の
な
い
住
民

に
も
そ
れ
を
感
じ
て
い
た
だ
き
た
い
の
で

す
が
、
な
か
な
か
感
じ
ら
れ
な
い
の
が
こ

の
問
題
の
難
し
さ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

長
野　

昨
年
の
研
究
で
は
、
住
民
の
意
見

を
把
握
し
た
う
え
で
、「
不
安
」「
不
快
」「
不

利
益
」
と
い
う
形
で
整
理
す
る
こ
と
を
提

案
し
ま
し
た（
図
12
）。
今
回
の
調
査
で
起

こ
っ
て
い
る
こ
と
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
生

活
圏
の
雰
囲
気
の
変
化（
不
安
）
や
マ
ナ
ー

の
悪
さ（
不
快
）
を
指
摘
す
る
回
答
が
多
く

挙
が
っ
て
い
ま
す
。 

角
和　

美
瑛
町
の
場
合
は
不
快
、
不
利
益

と
い
う
と
こ
ろ
に
集
約
さ
れ
る
で
し
ょ
う

ね
。
マ
ナ
ー
、
ル
ー
ル
の
問
題
と
い
う
も

の
は
や
は
り
大
き
く
、
畑
へ
の
立
ち
入
り

以
外
に
、
街
の
方
で
も
、
歩
い
て
い
る
人

に
家
の
中
を
覗
か
れ
た
、
家
の
門
か
ら
入

っ
て
こ
ら
れ
た
と
い
っ
た
話
も
よ
く
聞
き

ま
す
し
、
も
っ
と
強
い
ル
ー
ル
違
反
行
為

も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。 

長
野　

町
内
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
４
台
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
解
決

観
光
ス
ポ
ッ
ト
＝
生
活
の
場
と
い
う 

町
独
特
の「
不
快
」「
不
利
益
」

長
野　
Ｊ
Ｒ
Ｃ
で
は
昨
年
、
東
京
・
浅
草

を
舞
台
に
し
た
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に

関
す
る
共
同
研
究
を
通
じ
、
①
起
き
て
い

る
問
題
は
地
域
に
よ
っ
て
全
く
違
う
の
で
、

ま
ず
は「
何
が
起
き
て
い
る
か
」
の
把
握
が

重
要
、
②
観
光
推
進
は
観
光
客
数
や
消
費

額
と
い
っ
た
指
標
だ
け
で
な
く
、「
観
光
が

生
活
を
ど
う
よ
く
す
る
か
」
に
目
を
向
け

る
べ
き
と
結
論
付
け
て
い
ま
す
。
問
題
の

把
握
に
つ
い
て
は
、
地
域
に
よ
る
と
は
い

え
あ
る
程
度
の
分
類（
図
11
）
が
可
能
で
、

美
瑛
町
の
場
合
、
空
港
か
ら
近
い
が
ア
ク

セ
ス
手
段
が
限
定
さ
れ
て
い
る
な
ど「
ア

イ
ラ
ン
ド
型
」
に
近
く
、
独
自
の
観
光
資

源
や
生
活
環
境
を
ど
う
守
る
か
が
課
題
だ

と
言
え
ま
す
。 

　

ま
た
、
今
回
新
た
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

も
実
施
し
、
地
域
の
課
題
意
識
や
対
策
に

つ
い
て
調
べ
ま
し
た（
詳
細
は
Ｐ
４
〜
７
）。

そ
の
結
果
か
ら
議
論
し
た
い
こ
と
の
一
つ

め
は
、「
観
光
に
よ
っ
て
ビ
ジ
ネ
ス
に
は
よ

美瑛町長に
聞いてみた！

Q.観光の恩恵を実感できない
住民が、とくにインバウンドの方
に抱く排他的な感情を和らげる
ための対策はありますか？

A.実際は畑に立ち入っている人な
どはインバウンドの方に限りませ
ん。むしろ、知らずにやっている 
インバウンドの方に対し、日本の
方のほうが確信犯的にやっている
こともあります。美瑛町では、地
域おこし協力隊で来ている外国
の方々がランチ会やお茶会などの
文化活動を行っているので、町が
そうした活動を支援することで異
文化への理解を深め、偏見を取り
除いていければと思っています。
大事なのはやはり人とのつなが
り。観光客と町民が触れる機会
を作るため、パトロールで直に観
光客と接している人の話を聞く場
を設けることも考えています。

美瑛町基礎情報
北海道のほぼ中央部、旭川市と富良野市の中間に位置し、車で新千歳空港から約２時間30分、旭川空港から約15分。
雄大な十勝岳連峰を背景とした美しい自然環境や広大でなだらかな丘陵地帯を擁する。人口約9500人。

主な観光資源
丘陵の景観 カラフルな
景観は農業の営みによ
り作り出されたもので

「パッチワークの丘」と
呼ばれる。丘の中腹に立つ「クリスマスツリーの木」や「セ
ブンスターの木」はフォトスポットとして人気。
白金青い池 美瑛川にアルミニウム成分等を含む河川が
混じり合い、そこに太陽の光が当たることで青く見える幻
想的な光景が人気。アップル社の壁紙に使われたことで
世界的にも有名になった。

観光課題
交通障害 冬期間の観光では、丘陵地帯に位置するクリス
マスツリーの木やセブンスターの木を撮影し、SNSへ投
稿する観光客が来訪。とくにクリスマスツリーの木周辺に
は駐車場がなく、観光バスや一般車両の路上駐車が発生
し、写真撮影をする観光客が町道に滞留。交通事故の発
生が懸念されるほか、私有地や農地への侵入、通行障害
などを来している。

農業被害 景観を創り出しているのは農家が収入を得るた
めの農地（私有地）。観光客が農地に入り込むと、畑が踏
み荒らされて農作物の生育が阻害されたり、外部から細菌
や病害虫が持ち込まれて土壌汚染が懸念されるなど、農
業に対する脅威となっている。
景観毀損　農地立入防止のため、セブンスターの木付近
の白樺並木を伐採。特有の景観が失われる結果に。

美瑛町のオーバーツーリズム対策
観光地混雑状況可視化システム 
交通渋滞の解消のため、観光地に
カメラを設置し混雑状況を可視化
し、デジタルサイネージやWebペ
ージで発信して混雑の平準化を図
っている。 農地や私有地への立ち
入りも侵入検知カメラにより検知。
立ち入った場合には４か国語で注
意を促している。

観光パトロールの実施 町民のボランティアによる観光ア
ドバイザーが町内を巡回、観光案内を行いながら、私有地
への立ち入りやごみのポイ捨て等を防ぐようパトロール。
観光ルールマナー110番 私有地への立ち入りを目撃した
人が通報できる「美瑛観光ルールマナー110番」を設置。
観光パトロールに活用。
私有地立入禁止看板 多くの場所に４か国語の立入禁止
看板を設置。
交通規制 クリスマスツリーの木付近の町道300mを1月
30日から2月21日まで駐車禁止区間に指定。

北海道上川郡美瑛町
町⻑　
⾓和浩幸さん
かくわ  ひろゆき

じゃらんリサーチセンター
研究員
長野瑞樹
ながの  みずき

オーバーツーリズム研究のほか、まち歩きや体
験アクティビティ研究を担当

カメラは現在町内4か所に設置。
2025年度にはさらに8か所に可視
化増設予定

京都新聞社で記者を務めたのち、美瑛町に移
住、就農。町議会議員を経て2019年より現職

観光データ
観光入込数は238万7,000人（2023年度）。宿泊率6.8％。近隣の富良野市の宿泊率が24.3%であるのと比較すると少
なく、通過型の観光地と言える。
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観
光
資
源
＝
生
業
の
場
で
あ
る
町
で

技
術
×
人
と
の
つ
な
が
り
で
課
題
解
決
を
目
指
す

北
海
道
美
瑛
町
は「
農
業
と
観
光
の
両
立
」を
掲
げ
、
持
続
可
能
な
観
光
地
づ
く
り
を
目
指
す
町
。

そ
ん
な
美
瑛
町
か
ら
お
迎
え
し
た
町
長
の
角
和
浩
幸
さ
ん
と
Ｊ
Ｒ
Ｃ
研
究
員
長
野
瑞
樹
が
、

研
究
成
果
と
美
瑛
町
の
ケ
ー
ス
を
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
の
あ
る
べ
き
姿
を
語
り
合
っ
た
。

バルセロナ、アムステルダム
京都、鎌倉など

住民が多く生活し、交通インフラ
が発達している都市部において
発生するもの。訪問者のコントロ
ールやマネジメントが難しい上、
混雑の問題とマナーの問題が複
合的に発生するため、対策難易
度が高い。

影響 公共交通機関の混雑や居
住地域への観光客流入、民泊施
設の増加による家賃上昇、文化
財にたいするいたずらなど

富士山、屋久島、知床、
マヤビーチ（タイ）など

世界自然遺産や国立公園、自然
保護地区など、住民が居住しな
い地域で発生するもの。
物理的な混雑よりも訪問者のマ
ナーによる影響が大きい。

影響 ゴミやし尿による自然環境
の破壊、野生動物をはじめとした
周辺生物の生態系破壊など

アマルフィ、
レイクタホ（アメリカ）、

軽井沢、湯布院など

行楽や保養目的で開発された地
域で発生するもの。住民の多くは
観光関連産業に従事する。

影響 観光産業に関係しない住
民の生活、過度な開発行為によ
る自然環境の悪化など

ヴェネツィア、
サントリーニ島、西表島、

ハルシュタットなど

リゾート型に類するが、離島や山
間の集落など、周辺都市からアク
セス手段が限定される地域。

影響 観光産業に関係しない住
民の生活、過度な開発行為によ
る自然環境の悪化など

オーバー
ツーリズム問題

美瑛町
×
JRC

対談

美瑛町のオーバーツーリズム問題

図11  オーバーツーリズム観光地の分類

都市型

自然型

リゾート型

アイランド型
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で
き
な
い
わ
け
で
す
よ
ね
。
そ
う
い
っ
た

住
民
感
情
が
あ
っ
た
上
で
、
町
長
は
観
光

を
大
事
に
し
た
い
と
い
う
お
考
え
で
す
が
、

そ
う
思
わ
れ
る
理
由
は
何
で
し
ょ
う
か
。 

角
和　

観
光
産
業
の
方
々
を
支
え
る
と
い

う
意
味
も
あ
り
ま
す
が
、
多
く
の
方
が
美

瑛
町
を
楽
し
み
、
体
験
を
広
め
て
い
た
だ

く
こ
と
に
は
目
に
見
え
な
い
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
ま
す
。
住
ん
で
い
る
だ
け
で
は
町
の

よ
さ
が
分
か
り
に
く
く
て
も
、
観
光
客
が

外
か
ら
町
を
見
て
感
動
す
る
こ
と
は
、
住

民
が「
美
瑛
に
住
め
て
よ
か
っ
た
」
と
思
う

こ
と
に
も
つ
な
が
る
の
で
は
。
ま
た
私
自

身
、
観
光
客
と
し
て
美
瑛
に
訪
れ
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
移
住
を
決
意
し
ま
し
た
が
、

そ
う
し
た
人
口
維
持
の
効
果
も
あ
る
と
思

っ
て
い
ま
す
。 

観
光
は
情
緒
的
価
値
を
求
め
る
も
の  

観
光
客
と
町
民
の
触
れ
合
い
に
活
路 

長
野　

マ
ナ
ー
問
題
の
解
決
方
法
に
つ
い

て
ご
紹
介
し
た
い
の
が
、
今
回
の
調
査
で

回
答
者
さ
ん
か
ら
情
報
が
寄
せ
ら
れ
た
宮

島
の
清
掃
活
動
で
す（
詳
細
は
Ｐ
12
）。
地

域
の
事
業
者
さ
ん
が
数
社
で
始
め
た
活
動

で
、
人
が
直
接
ゴ
ミ
を
回
収
し
て
回
る
の

で
す
が
、
ゴ
ミ
を
受
け
取
る
と
き
に
ち
ょ

っ
と
し
た
会
話
が
発
生
す
る
そ
う
で
、「
観

光
客
も
そ
の
や
り
取
り
を
思
い
出
す
こ
と

で
自
然
に
ポ
イ
捨
て
を
控
え
る
な
ど
と
マ

ナ
ー
が
向
上
す
る
の
で
は
な
い
か
」
と
の

ご
意
見
に
な
る
ほ
ど
と
思
い
ま
し
た
。
ゴ

だ
と
い
う
ん
で
す
ね
。
美
瑛
で
も
や
は
り

観
光
人
材
の
不
足
は
課
題
で
し
ょ
う
か
？ 

角
和　

大
き
な
ホ
テ
ル
事
業
者
さ
ん
も
人

手
不
足
で
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
な
い
と
聞

き
ま
す
。
観
光
事
業
者
さ
ん
は
ど
こ
も
そ

う
だ
と
思
い
ま
す
。 

長
野　

人
手
不
足
は
と
く
に
地
方
部
で
は

大
き
な
問
題
で
す
よ
ね
。
ま
た
も
う
一
つ
、

「
対
策
が
難
し
い
」
と
い
う
回
答
が
多
か
っ

た
の
が
エ
リ
ア
間
の
連
携
や
役
割
分
担
で

す
。
美
瑛
町
も
広
域
連
携
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
が
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト
が
あ
れ
ば
教

え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

角
和　

美
瑛
町
の
広
域
連
携
は
、
ま
ず
富

良
野
・
美
瑛 

広
域
観
光
推
進
協
議
会
に
、

そ
の
後
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
も
含
め
て
旭
川
大
雪
圏

域
連
携
中
枢
都
市
圏
に
加
盟
し
、
今
の
と

こ
ろ
両
地
域
と
上
手
く
連
携
し
て
い
ま
す

（
図
13
）。
た
だ
、
そ
れ
ぞ
れ
広
域
の
エ
リ

ア
が
違
っ
て
い
て
、
前
者
の
富
良
野
圏
と

後
者
の
旭
川
圏
を
さ
ら
に
連
携
し
て
い
こ

う
と
思
う
と
よ
り
大
き
な
仕
組
み
が
必
要
。

そ
の
際
に
は
、
唯
一
両
地
域
に
位
置
す
る

結
束
点
と
し
て
、
美
瑛
町
が
主
体
的
な
役

割
を
果
た
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。 

長
野　

広
域
連
携
で
は
、
関
西
観
光
本
部

で
実
施
さ
れ
て
い
る『
御
食
国
事
業
』（
詳

細
は
Ｐ
13
）
に
つ
い
て
も
ご
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
古
来
京
都
に
食
材
を
納
め

「
御
食
国
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
地
域
が
京
都

ミ
の
問
題
は
ス
マ
ー
ト
ゴ
ミ
箱
な
ど
仕
組

み
で
解
決
す
る
の
も
よ
い
で
す
が
、
観
光

っ
て
や
は
り
最
後
は
人
。
町
長
自
身
が
美

瑛
に
感
動
し
た
よ
う
に
、
情
緒
的
な
価
値

を
も
と
め
て
旅
す
る
の
だ
か
ら
、
そ
こ
に

し
っ
か
り
向
き
合
う
こ
と
が
大
事
な
の
で

は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。 

角
和　

ゴ
ミ
の
問
題
は
、
少
し
前
ま
で
は

「
観
光
客
が
持
ち
帰
る
」
と
の
考
え
方
が
主

流
で
、
そ
の
た
め
に
美
瑛
町
で
も
ゴ
ミ
箱

を
撤
去
し
て
い
っ
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
今
は
、
観
光
客
が
捨
て
場
所
の
な

い
ゴ
ミ
を
置
い
て
い
っ
て
し
ま
う
と
い
う

課
題
の
ほ
う
が
大
き
い
。
も
は
や
観
光
客

だ
け
に
責
任
を
押
し
付
け
る
の
で
は
な
く
、

一
緒
に
考
え
て
解
決
し
て
い
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
時
代
に
入
っ
て
き
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
や
看
板
で
注
意

と
組
み
、
じ
ゃ
ら
ん
n
e
t
で
宿
泊
プ
ラ

ン
を
発
信
、
販
売
し
て
い
る
の
で
す
が
、

実
は
京
都
の
宿
泊
プ
ラ
ン
は
販
売
し
て
い

な
い
ん
で
す
ね
。
す
で
に
人
が
来
て
い
る

京
都
で
は
な
く
周
り
の
地
域
に
泊
ま
る
活

動
を
、
京
都
も
参
加
し
て
行
う
か
な
り
新

し
い
事
例
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

角
和　

双
方
の
自
治
体
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
仕
組
み
で
す
ね
。
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
課
題
は
個
別
具
体
で
そ
こ
の
地
域
し

か
な
い
も
の
で
す
が
、
そ
れ
を
解
決
す
る

の
に
協
力
し
合
っ
て
分
散
を
図
る
と
い
う

方
法
は
素
晴
ら
し
い
で
す
ね
。 

長
野　

お
話
し
し
て
い
て
思
う
の
は
、
や

は
り
問
題
は
幅
広
い
と
い
う
こ
と
。
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
大
き
な
言
葉
で

捉
え
る
の
で
は
な
く
、
地
域
で
何
が
起
き

て
い
る
の
か
を
し
っ
か
り
見
極
め
る
こ
と

が
非
常
に
重
要
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し

た
。 

角
和　

悩
ん
で
い
る
地
域
も
お
そ
ら
く
悩

み
は
そ
れ
ぞ
れ
で
、
私
た
ち
も
正
直
こ
れ

ま
で
孤
独
に
悩
ん
で
い
ま
し
た
。
で
す
が

美瑛町長に
聞いてみた！

Q.富士山の入山料のよう
に、美瑛町を訪れる人から
直接入場料のような料金
を取る仕組みは考えてい
ますか？

A.美瑛町は地理的な特性と
してどこからでも入ってくるこ
とができ、いわゆる「関所」を
構えることができません。そ
こで出てきたアイデアが、宿
泊税と駐車場税です。美瑛
町に来られた方の大半は白
金青い池を観光されるので、
この青い池の駐車場に税金
を課し、事実上入場料に近
い仕組みとできないかと考
えました。現在は、宿泊税と
青い池駐車場の利用税の導
入を検討し、条例化条文化
を進めているところです。

を
促
す
方
法
も
あ
り
ま
す
が
、
や
は
り
人

と
人
の
触
れ
合
い
の
中
で
う
ま
く
解
決
で

き
る
の
が
一
番
で
す
ね
。
私
た
ち
も
、
町

民
の
方
が
観
光
客
の
方
と
触
れ
合
う
機
会

が
作
れ
な
い
か
と
考
え
て
い
る
の
で
す
が
、

そ
れ
も
話
し
て
み
れ
ば
理
解
し
合
え
る
の

で
は
？
と
思
う
か
ら
で
す
。 

長
野　

美
瑛
町
で
は
観
光
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
担
い
手
は
町
民

の
方
で
す
よ
ね
？ 

角
和　

は
い
。
観
光
客
と
触
れ
合
う
機
会

が
最
も
多
い
方
々
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、

そ
の
方
々
の
お
話
を
う
ま
く
理
解
に
つ
な

げ
ら
れ
れ
ば
と
思
う
の
で
す
。
ま
た
宮
島

の
よ
う
に
事
業
者
の
方
が
動
い
て
く
だ
さ

る
の
は
行
政
と
し
て
も
と
て
も
嬉
し
い
こ

と
。
そ
う
し
た
活
動
を
町
で
も
支
援
し
て
、

共
同
で
や
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。 

互
い
に
孤
立
せ
ず
連
携
す
る
こ
と
で  

新
な
観
光
の
価
値
に
つ
な
げ
た
い 

長
野　

今
回
の
調
査
で
は「
対
策
が
難
し

い
」
と
し
て
交
通
機
関
の
混
雑
解
消
や
受

け
入
れ
環
境
整
備
な
ど
ハ
ー
ド
面
の
課
題

が
上
が
り
ま
し
た
。
美
瑛
町
が
ハ
ー
ド
整

備
で
実
現
し
た
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？ 

角
和　

現
在
の
課
題
は
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ

イ
ド
施
設
で
す
。
一
部
駐
車
場
は
整
備
し

た
の
で
す
が
、
も
っ
と
大
型
の
駐
車
場
が

な
い
と
一
気
に
観
光
客
の
車
を
集
め
る
こ

と
は
難
し
い
状
況
で
す
。 

今
は
国
レ
ベ
ル
で
も
広
域
で
解
決
す
る
機

運
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
し
、
そ
う
い
う
中

で
美
瑛
町
な
ら
で
は
の
持
続
可
能
な
観
光

の
形
を
作
る
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。
観
光
客
に
は
、
昔
の
感
覚
で

言
う
と
不
便
に
な
る
の
か
も
れ
し
ま
せ
ん

が
、
そ
こ
に
こ
そ
新
し
い
観
光
の
価
値
が

あ
る
と
も
言
え
ま
す
。
今
日
教
え
て
い
た

だ
い
た
よ
う
な
デ
ー
タ
に
基
づ
く
対
策
も

取
り
入
れ
な
が
ら
、
美
瑛
町
な
ら
で
は
の

観
光
を
築
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

長
野　

町
長
の
思
わ
れ
る
難
し
さ
は
ど
ん

な
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？ 

角
和　

よ
い
立
地
が
な
い
こ
と
で
す
。
た

と
え
ば
観
光
名
所
で
あ
る「
ク
リ
ス
マ
ス

ツ
リ
ー
の
木
」
は
、
畑
の
中
に
ポ
ツ
ン
と

あ
る
の
で
駐
車
場
を
作
る
場
所
が
あ
り
ま

せ
ん
。
畑
を
借
り
れ
ば
作
れ
ま
す
が
、
生

産
の
場
で
も
あ
る
た
め
難
し
い
の
で
す
。 

長
野　

費
用
面
以
外
に
も
問
題
が
あ
る
わ

け
で
す
ね
。
そ
う
な
る
と
や
は
り
行
政
だ

け
で
は
な
く
地
域
全
体
で
解
決
策
を
見
つ

け
て
い
く
必
要
が
あ
り
そ
う
で
す
。
ち
な

み
に
混
雑
を
根
本
的
に
解
消
す
る
た
め
に

は
時
間
的
、
場
所
的
な
分
散
が
重
要
で
す

が
、
調
査
に
よ
る
と
、
約
４
割
の
人
が
何

か
し
ら
の
分
散
対
策
を
し
て
い
る
の
に
対

し
、
効
果
が
出
て
い
る
と
い
う
回
答
は
そ

の
わ
ず
か
約
４
分
の
１
で
し
た
。
で
は
な

ぜ
難
し
い
の
か
と
問
う
と
結
局
人
材
不
足

11 March  2025 10

図12  オーバーツーリズムにおける住民の3つの「不」

住民にとって愛着のある
風景や生活文化が失われ
ることに対する漠然とし
た懸念。観光客が急激に
増え、それに伴って看板や
街を歩く人なども含めた
景観が急速に変化するな
ど、観光化が進むことに
対する反応として起こる。

モラルやマナーの違いか
ら住民が観光客に対して
抱く不快感。通りで大き
な声を出す、電車に乗る際
に整列乗車をしない、ゴ
ミのポイ捨てなど、直接的
な不利益や重大な法令違
反とまではならない小さな
不快がこれにあたる。

通勤通学時に住民が路線
バスに乗れない、ゴミが処
理のキャパシティを超え
る、不動産価格が高騰し
て住めなくなるなど住民生
活に実害が生じるケース。
文化財への落書きなど法
令違反を伴うものも含ま
れる。

不安不快不利益

観光パトロールを行う町民ボランティア。町民
の観光理解を促進するつなぎ役としても期待さ
れている

美瑛町では代表的観光スポット、白金青い池駐車場料金
に利用税を上乗せし、入域税と同じ効果を狙う予定だ

図13  美瑛町が加盟する広域連携
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難
し
い
自
治
体
間
の
連
携
の
た
め 

広
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
場
を
設
定

 

「
御
食
国
」
と
は
、
昔
、
京
の
都
に「
御

食
」（
朝
廷
の
た
め
の
食
材
）
を
献
上
し
て

い
た
３
つ
の
地
域（
淡
路
島
・
若
狭
・
伊

勢
志
摩
）
を
指
す
言
葉
。
御
食
国
事
業
は
、

こ
れ
ら
３
地
域
を
擁
す
る
兵
庫
県
、
福
井

県
、
三
重
県
と
、
献
上
先
で
あ
っ
た
京
都

府
が
連
携
し
て
行
う
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
だ
。

具
体
的
に
は
、
京
都
か
ら
始
ま
る
旅
の
モ

連
携
は
、
そ
れ
以
外
の
場
所
へ
の
分
散
・

平
準
化
効
果
も
持
つ
。
関
西
観
光
本
部
で

は
現
在
、
大
阪
・
関
西
万
博
に
向
け
た「
万

博
プ
ラ
ス
関
西
観
光
推
進
事
業
」
や
広
域

観
光
ル
ー
ト
づ
く
り「T

H
E EX

CIT
IN
G 

K
A
N
SA
I

」
に
取
り
組
む
が
、
そ
れ
ら
も

必
ず
京
都
市
や
大
阪
市
な
ど「
人
が
訪
れ

て
い
る
エ
リ
ア
」
を
含
む
。「
オ
ー
バ
ー
ツ

ー
リ
ズ
ム
に
悩
む
地
域
が
あ
る
一
方
、
周

辺
に
は
も
っ
と
お
客
さ
ん
に
来
て
ほ
し
い

地
域
が
あ
り
ま
す
。
両
者
が
直
接
対
話
で

き
る
場
を
設
け
る
の
も
私
た
ち
の
役
目
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
」（
井
手
さ
ん
）

　

自
治
体
を
越
え
た
連
携
の
難
し
さ
は
、

そ
れ
ぞ
れ
で
事
業
予
算
化
が
必
要
な
こ
と

や
、
取
り
組
み
内
容
の
温
度
差
な
ど
さ
ま

ざ
ま
だ
。
御
食
国
の
３
地
域
で
も
、
例
え

ば
複
数
の
大
型
旅
館
を
擁
す
る
淡
路
島
と

店
舗
は
少
な
い
が
高
級
路
線
の
若
狭
で
は

で
き
る
こ
と
が
違
う
。
こ
う
し
た
ズ
レ
を

調
整
す
る
た
め
、
関
西
観
光
本
部
が
対
話

の
場
を
設
定
し
て
い
る
。「
連
携
に
は
こ
う

し
た
具
体
の
事
業
を
通
じ
て
話
を
す
る
場

が
必
要
」
と
語
る
の
は
関
西
観
光
本
部
事

務
局
長
の
井
手
由
美
子
さ
ん
。
自
由
な
意

見
交
換
で
は
動
か
な
い
話
も
、
連
携
に
よ

る
メ
リ
ッ
ト
が
見
え
て
く
れ
ば
動
き
出
す
。

御
食
国
事
業
の
場
合
、
淡
路
島
、
伊
勢
志

摩
、
若
狭
に
は
、
京
都
と
結
び
つ
い
た
大

き
な
ス
ト
ー
リ
ー
を
作
る
こ
と
で
発
信
力

が
上
が
り
、
京
都
か
ら
旅
行
者
を
呼
び
込

め
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
一
方
京

都
に
と
っ
て
は
、
京
料
理
の
ブ
ラ
ン
ド
力

を
一
層
高
め
ら
れ
る
の
が
魅
力
だ
。

　

多
く
の
人
が
訪
れ
て
い
る
地
域
を
含
む

デ
ル
コ
ー
ス
を
複
数
造
成
し
て
Ｏ
Ｔ
Ａ
に

掲
載
。
京
料
理
の
魅
力
を
堪
能
し
た
あ
と
、

御
食
国
地
域
に
足
を
運
び
、
豊
か
な
食
材

を
楽
し
む
旅
を
提
案
し
て
い
る
。
御
食
国

と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
自
体
は
以
前
か
ら
３
地

域
が
個
別
に
発
信
し
て
い
た
が
、
当
初
は

あ
く
ま
で
産
地
の
Ｐ
Ｒ
が
メ
イ
ン
だ
っ
た

の
を
、
４
府
県
連
携
で「
京
都
と
の
つ
な

が
り
」
を
強
調
す
る
ス
ト
ー
リ
ー
に
磨
き

上
げ
た
形
。
ま
と
め
役
を
務
め
る
の
が
広

域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
で
あ
る
関
西
観
光
本
部
だ
。

事業主体

広域連携ＤＭＯ 　
一般財団法人 関西観光本部

関西2府8県（福井県、三重県、滋賀県、
京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、和歌山
県、鳥取県、徳島県）を対象エリアとする
広域連携DMO

「分散」のポイント
□「人が来ている地域」がプロジェ

クトに入ること。
□重要なのは交通の整備より「行き

たくなる」情報発信。

「広域連携」のポイント
□自治体同士の対話は具体的な事

業のもとで行うこと。
□連携するメリットをそれぞれに説

明できること。

発
想
の
原
点
は
ガ
イ
ド
も
行
う 

テ
ー
マ
パ
ー
ク
の
清
掃
キ
ャ
ス
ト

　

世
界
文
化
遺
産
・
厳
島
神
社
を
擁
す
る

宮
島
は
、
小
さ
な
島
に
国
内
外
か
ら
の
観

光
客
が
多
数
訪
れ
る
一
大
観
光
地
。
２
０

２
４
年
に
は
約
４
８
５
万
人
が
来
島
し
、

過
去
最
高
を
記
録
し
た
。

　

そ
ん
な
宮
島
が
頭
を
悩
ま
せ
て
い
る
の

が
ゴ
ミ
問
題
だ
。
フ
ェ
リ
ー
乗
り
場
と
厳

島
神
社
を
結
ぶ
表
参
道
商
店
街
で
は
、
約

い
。
ス
タ
ッ
フ
は
ア
ル
バ
イ
ト
と
し
て
募

集
し
た
が
、
結
果
的
に
集
ま
っ
た
の
は
、

休
日
を
利
用
し
て
活
動
す
る
地
域
愛
溢
れ

る
人
た
ち
が
メ
イ
ン
。
宮
島
の
案
内
が
で

き
る
こ
と
を
楽
し
ん
で
い
る
と
い
う
。

 

「
こ
の
ま
ま
で
は
食
べ
歩
き
自
体
が
許
さ

れ
な
く
な
る
」
と
い
う
危
機
感
か
ら
始
め

た
活
動
で
あ
り
、
費
用
は
現
在
、
有
志
７

事
業
者
の
自
己
負
担
だ
が
、
昨
年
か
ら
は

廿
日
市
市
の
補
助
金
も
受
け
、
行
政
の
対

話
も
進
ん
で
い
る
。
日
々
観
光
客
に
接
す

る
事
業
者
な
ら
で
は
の「
楽
し
さ
」
重
視

の
発
想
は
、
同
じ
問
題
に
悩
む
多
く
の
地

域
へ
の
ヒ
ン
ト
に
な
り
そ
う
だ
。

の
が
商
店
街
の
有
志
に
よ
る
清
掃
活
動
。

特
徴
は
、
放
置
さ
れ
た
ゴ
ミ
を
拾
っ
て
回

る
だ
け
で
な
く
、
ゴ
ミ
を
持
っ
て
い
る
人

か
ら
直
接
引
き
取
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
商

店
街
を
含
む
半
径
約
１
㎞
の
エ
リ
ア
を
、

法
被
姿
の
清
掃
ス
タ
ッ
フ
が
ワ
ゴ
ン
を
押

し
て
練
り
歩
き
、
観
光
客
に
積
極
的
に
声

を
か
け
て
回
る
の
だ
。

　

発
案
者
は
、
自
ら
も
表
参
道
商
店
街
で

揚
げ
も
み
じ
ま
ん
じ
ゅ
う
な
ど
の
食
べ
歩

き
グ
ル
メ
を
販
売
す
る
有
限
会
社
紅
葉
堂

の
竹
内
基
浩
さ
ん
。
ヒ
ン
ト
に
な
っ
た
の

は
、
清
掃
だ
け
で
な
く
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

や
ガ
イ
ド
も
行
う
有
名
テ
ー
マ
パ
ー
ク
の

清
掃
キ
ャ
ス
ト
だ
。「
地
味
な
裏
方
仕
事

に
な
り
や
す
い
ゴ
ミ
回
収
も
、
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
と
し
て
捉
え
る
こ
と
で
楽
し
い
も

の
に
な
り
ま
す
」
と
狙
い
を
語
る
。

　

能
動
的
な
声
掛
け
に
対
し
て
は「
お
客

さ
ん
も
優
し
い
」
と
竹
内
さ
ん
。
快
く
ゴ

ミ
を
手
渡
し
て
く
れ
る
う
え
、
ち
ょ
っ
と

し
た
観
光
情
報
を
尋
ね
ら
れ
る
こ
と
も
多

30
店
舗
が
食
べ
歩
き
用
の
フ
ー
ド
や
ド
リ

ン
ク
を
提
供
し
て
い
て
、
使
い
捨
て
の
カ

ッ
プ
や
串
な
ど
の
ゴ
ミ
が
出
る
。
一
方
で

島
内
に
は
、
各
事
業
者
が
店
頭
に
設
置
し

た
以
外
の
ゴ
ミ
箱
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。
島

内
に
生
息
す
る
野
生
の
シ
カ
が
ゴ
ミ
を
荒

ら
し
て
し
ま
う
た
め
と
い
う
宮
島
特
有
の

事
情
も
あ
っ
て
の
こ
と
だ
が
、
結
果
と
し

て
観
光
客
が
ゴ
ミ
の
捨
て
場
所
に
困
り
、

放
置
し
て
し
ま
う
事
態
が
起
こ
っ
て
い
る
。

　

こ
の
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
始
ま
っ
た

事業主体

宮島表参道商店街有志

原点は隣り合う2軒の経営者が自ら始め
たゴミ拾い活動。現在、宮島表参道商店
街で食べ歩きグルメを提供する７事業者
が参画している。

「人」が関わる
ポイント
□ゴミを捨てる前に声を掛ける

ので、観光客に感謝される。
□スタッフは専用の衣装を身

に付けて活動。「キャスト」感
覚で楽しむことができる。

□有志の活動であることを周
知することで、観光客のマナ
ーも向上する可能性に期待。
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御
食
国（
み
け
つ
く
に
）事
業

観
光
客
の
分
散
を
目
指
す
広
域
連
携
は
、

「
人
が
来
て
い
る
地
域
」と
と
も
に
進
め
る

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
根
本
的
に
解
決
す
る
に
は
、
時
間
や
場
所
の
分
散
が
有
効
。

と
は
い
え
、
と
く
に
場
所
の
分
散
は
他
地
域
と
の
連
携
が
必
要
な
だ
け
に
難
し
い
。
混
雑
の
発
生
し
て
い
る

地
域
＋
周
辺
地
域
が
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
力
で
う
ま
く
連
携
し
た
ケ
ー
ス
か
ら
、
連
携
の
ポ
イ
ン
ト
を
探
る
。

宮
島
清
掃
活
動

ゴ
ミ
回
収
を
一
種
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に

ス
タ
ッ
フ
も
観
光
客
も
楽
し
い
清
掃
活
動

地
元
住
民
の「
不
快
」と
し
て
、
観
光
客
へ
の
反
発
に
も
つ
な
が
り
か
ね
な
い
ゴ
ミ
問
題
。

回
収
や
処
理
の「
負
担
」が
強
調
さ
れ
が
ち
な
こ
の
問
題
を
、
人
を
介
し
、

「
お
客
さ
ん
の
楽
し
さ
を
損
な
わ
な
い
」と
い
う
視
点
か
ら
解
決
し
た
の
が
こ
の
事
例
だ
。

「分散」
「広域連携」

Keyword

オーバー
ツーリズム問題

「人」

Keyword

法被は活動のために
あつらえたもの。仮
装感覚でパフォーマ
ンスそのものを楽し
んでいるスタッフも
多いという。外国人
観光客の中にはチッ
プを渡してくれる人も
いて、活動に対する
旅行者側の理解も
感じられる

じゃらんnetに掲載された「御食国」特設ページ。事業
では４府県が連携することで発信力は大きく向上し
た。なお「広域での誘客に必要なのは魅力的な発信
であり、交通は工夫することができます」と井手さん。
本当に行きたいとさえ思えば多くの旅行者が自力で
訪れることは、昨今のインバウンドの動きでも立証済
みだろう



オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
と
は 

な
り
た
い
地
域
を
つ
く
る
こ
と

　

こ
れ
ま
で
、
観
光
業
で
は
ど
ち
ら
か
と

い
う
と「
稼
ぐ
」
と
い
う「
正
」
の
側
面
に

目
が
向
い
て
い
た
印
象
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
コ
ロ
ナ
禍
で
減
っ
た
観
光
客
が
あ

ま
り
に
も
急
激
に
回
復
し
た
こ
と
で「
負
」

の
影
響
が
目
に
つ
く
よ
う
に
な
り
、
そ
れ

が
現
在
の
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の
警

戒
感
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

　

と
は
い
え
注
意
し
た
い
の
は
、「
人
が
多

く
来
て
い
る
＝
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
地
域
に
は
、

環
境
整
備
の
度
合
い
な
ど
に
よ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
に
観
光
客
を
受
け
入
れ
る
キ
ャ
パ
シ

テ
ィ
が
あ
り
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
は

そ
れ
を
超
え
た
と
き
に
起
こ
る
も
の
。
問

題
は
混
雑
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
マ
ナ
ー

違
反
や
交
通
渋
滞
な
ど「
住
民
が
影
響
を

受
け
る
」
こ
と
で
す
。
実
際
は
、
多
く
の

人
が
訪
れ
た
結
果
、「
こ
れ
以
上
来
な
い
で

ほ
し
い
」
と
い
う
地
域
も
あ
れ
ば
、「
こ
れ

で
よ
い
」「
む
し
ろ
も
っ
と
来
て
ほ
し
い
」

と
い
う
地
域
も
あ
る
は
ず
で
す
。
そ
う
い

っ
た
こ
と
を
、
目
先
の
警
戒
感
か
ら
だ
け

で
な
く
、
５
年
10
年
後
に
ど
う
な
っ
て
い

た
い
か
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
逆
算
し
て
考

え
て
み
て
い
た
だ
き
た
い

で
す
ね
。
も
し「
も
っ
と
来

て
ほ
し
い
」
の
で
あ
れ
ば
、

（
よ
り
多
く
の
人
が
訪
れ
て

も
支
障
が
出
な
い
よ
う
に
）

宿
泊
施
設
を
増
設
す
る
、

交
通
を
充
実
さ
せ
る
と
い

っ
た
対
策
も
十
分
考
え
ら

れ
る
で
し
ょ
う（
図
14
）。

　

２
０
２
４
年
度
の「
オ

ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
未

然
防
止
・
抑
制
に
よ
る
持

続
可
能
な
観
光
推
進
事
業
」

も
こ
の
こ
と
を
意
識
し
て

設
計
し
て
い
ま
す
。
今
問
題
が
起
き
て
い

な
い
か
ら
該
当
し
な
い
と
い
う
も
の
で
は

な
く
、
目
指
す
姿
か
ら
逆
算
し
た
計
画
を

実
行
す
る
た
め
に
も
使
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。
事
業
名
に
は
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

と
い
う
名
前
が
つ
い
て
い
ま
す
が
、
本
質

的
に
は「
未
然
防
止
・
抑
制
」
も
含
め「
オ

ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
考
え
る
こ

と
を
き
っ
か
け
に
し
た
地
域
づ
く
り
」
の

た
め
の
も
の
。
正
式
名
称
に
あ
る
よ
う
に

「
持
続
可
能
な
観
光
」
を
実
現
す
る
た
め
の

も
の
と
し
て
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

観
光
客
の
抑
制
や
入
域
料
な
ど 

「
や
っ
て
み
る
」た
め
に
活
用
を

　

本
事
業
で
は
、
広
く
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
支
援
し
て
い
ま
す
が
、
中
で
も
実

証
事
業
に
活
用
し
て
い
た
だ
け
る
の
が
ポ

イ
ン
ト
で
、
実
際
に
多
く
の
実
証
事
業
が

採
択
さ
れ
て
い
ま
す（
前
頁
コ
ラ
ム
参
照
）。

　

興
味
深
か
っ
た
の
は
、
銀
山
温
泉
や
富

士
山
の
よ
う
に「
観
光
客
数（
需
要
）
を
管

理
す
る
」方
向
の
実
証
実
験
が
出
て
き
た

こ
と
で
、「
観
光
客
に
よ
り
多
く
来
て
も
ら

っ
た
方
が
利
益
に
資
す
る
か
ら
受
入
体
制

を
増
強
し
続
け
る
」
と
い
っ
た
発
想
で
は

な
く
、「
地
域
の
受
け
入
れ
体
制
と
観
光
量

の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
」
と
い
う
方
向
に
シ

フ
ト
し
始
め
て
い
る
と
い
う
印
象
を
受
け

ま
し
た
。
エ
リ
ア
に
入
る
た
め
に
料
金
設

定
を
行
う
こ
と
に
は
抵
抗
の
あ
る
地
域
も

多
い
と
思
い
ま
す
が
、
富
士
山
で
は
入
山

料
の
徴
収
を
開
始
し
て
い
て
、
他
の
観
光

地
に
と
っ
て
も「
料
金
を
設
定
し
て
も
よ
い

の
だ
」
と
い
う
気
付
き
に
な
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
銀
山
温
泉
で
は
、

構
想
は
以
前
か
ら
あ
っ
た
も
の
の
コ
ス
ト

的
な
問
題
も
あ
っ
て
実
施
で
き
な
か
っ
た

の
が
、
今
回
の
支
援
で
可
能
に
な
っ
た
と

の
こ
と
。
こ
う
し
た
、
今
後
の
日
本
の
観

光
の
あ
り
方
を
変
え
う
る「
や
っ
て
み
た

か
っ
た
こ
と
」
に
支
援
を
活
用
し
て
い
た

だ
け
る
の
は
嬉
し
い
で
す
ね
。

　

一
方
で
、
も
う
少
し
取
り
組
む
余
地
が

あ
る
と
感
じ
た
の
は
、
定
量
分
析
に
関
わ

る
部
分
で
す
。
ど
こ
で
何
が
起
こ
っ
て
い

る
の
か
を
解
像
度
を
上
げ
て
捉
え
る
に
は
、

や
は
り
定
量
的
な
デ
ー
タ
が
必
要
で
、
そ

こ
が
明
確
で
な
い
と
対
策
内
容
も
目
標
も

ぼ
ん
や
り
し
た
も
の
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
今
後
は
よ
り
定
量
化
を
求
め
て
い
き

た
い
で
す
し
、
そ
の
た
め
の
支
援
も
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

本
事
業
は
２
０
２
５
年
度
も
実
施
予
定

で
す
が
、
区
分
を「
地
域
一
体
型
」
と「
実

証
個
別
型
」
に
変
更
し
ま
す
。
さ
ら
に
地

域
一
体
型
に
つ
い
て
は
、
地
域
で
中
長
期

目
標
を
作
っ
て
い
る
場
合
は
支
援
率
を
３

分
の
２
、
そ
れ
以
外
は
２
分
の
１
と
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。「
５
年
、
10
年
先
か
ら

逆
算
し
た
地
域
づ
く
り
」
に
よ
り
重
き
を

お
い
た
形
で
す
。
実
証
個
別
型
は
、
さ
ら

な
る
実
証
実
験
の
応
募
を
促
し
た
い
と
考

え
て
の
名
称
変
更
。
今
後
も
ぜ
ひ「
ま
ず

は
や
っ
て
み
る
」気
持
ち
で
活
用
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

問
題
の
発
生
し
て
い
る
理
由
別
に 

参
考
と
な
る
事
例
集
作
成
を
目
指
す

　

国
と
し
て
ぜ
ひ
取
り
組
み
た
い
と
思
っ

て
い
る
の
は
、
今
回
の
事
業
な
ど
か
ら
見

え
て
き
た
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
の
提
示
で
す
。

そ
の
際
、
た
と
え
ば「
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て

対
策
」
で
あ
れ
ば
、
さ
ら
に
も
う
一
段
階
、

「
な
ぜ
そ
う
な
っ
て
い
る
の
か
」
と
い
う
理

由
に
よ
っ
て
課
題
の
解
像
度
を
上
げ
、
そ

の
分
類
ご
と
に
事
例
を
参
照
で
き
る
よ
う

な
形（
図
15
）
を
検
討
中
で
す
。

　

観
光
施
策
は
何
ら
か
の
目
的
が
あ
っ
て

実
施
す
る
も
の
。
た
と
え
ば「
駐
車
場
を

作
る
」
の
は
あ
く
ま
で
手
段
で
、
そ
の
目

的
は「
域
内
の
混
雑
を
解
決
す
る
た
め
」

「
排
ガ
ス
を
減
ら
す
た
め
」
な
ど
で
あ
る
は

ず
で
す
。
手
段
が
目
的
化
し
て
し
ま
う
と

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
は
う
ま
く
い

か
な
い
た
め
、
目
的
意
識
を
は
っ
き
り
持

つ
こ
と
が
重
要
。
事
例
集
も
、
そ
う
し
た

目
的
の
設
定
を
お
手
伝
い
で
き
る
よ
う
な

も
の
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

担 当 研 究 員より

住民に配慮する
機運は上昇中
観光価値の言語化という
難題に関係者全員で挑もう
　観光業界の課題は立場によって
見え方が異なるが、今回取材した全
ての方から「観光客には存分に楽し
んでほしい」「住民には穏やかに暮
らしてほしい」という共通の想いを
感じ、深く共感した。24年3月号で
もオーバーツーリズムの特集を掲
載したが、それから1年経ち、地域住
民へ配慮する機運の高まりを実感
している。
　しかし同時に、観光が暮らしにも
たらすメリットを可視化し、言語化
することの難しさも露呈したと感じ
ている。私たちは非常に難易度の
高い課題に直面しているのであり、
だからこそ、関係者が手を取り合
い、知恵を出し合って解決していく
べきなのだ。こうして「観光地で暮
らす」ことへの本質的な価値を言語
化できれば、それが、地域が観光に
取り組む理由にもなるのだろう。

じゃらんリサーチセンター
研究員

長野瑞樹
ながの　みずき

2023年に研究員として
着任。本研究およびまち
歩きや体験アクティビテ
ィに関する研究を担当

「オーバーツーリズムの未然防止・抑制による
持続可能な観光推進事業」とは？

事業概要

観光客の受け入れと住民の生活の質の確保を両立しつつ、持続可能な
観光地域づくりを実現するための総合的な支援を実施。実証実験も対
象。2024年度は「先駆モデル地域型」で補助率2/3、上限8,000万円、

「一般型」で補助率1/2、上限5,000万円を支援した。

2024年度採択例

北海道倶知安町／ニセコエリア
冬期に観光客が集中しタクシー不足が発生しているが、閑散期にはニー
ズがないため通年での体制づくりは非現実的。これに対し、札幌等の事
業者が車両とタクシー乗務員をニセコエリアへ派遣・運行する「ニセコモ
デル」の実証実験を行う。

山形県尾花沢市／銀山温泉
受入許容量を超える日帰り観光客の来訪による景観、環境の悪化や、マイ
カーによる交通障害が発生。「パークアンドライド方式」と、駐車場からの
シャトルバスの乗車人数に上限を設定する「来訪者の総量調整」の実証を
実施。

山梨県／富士山（吉田口）
富士山では、山頂付近の混雑のほか、夜間に休憩を取らずに一気に山頂
を目指す弾丸登山、登山道での仮眠や道外れなどマナー悪化が発生。そ
こで富士吉田口の登山道入り口に仮設ゲートを設置し夜間にゲートを閉
鎖、1日の登山者数を4,000人に制限したうえで1人2,000円の通行料を
徴収、山中で登山者の誘導やマナー指導を行う巡回指導員も配置した。
その結果、弾丸登山は前年比で約95％減少。通行料については計約３億
円が集まった。

京都府京都市／嵯峨嵐山エリア
観光客が集中しがちな渡月橋等から比較的混雑していない嵯峨エリアへ
の回遊を促すデジタルマップを作成。①モデルコースの紹介、②嵯峨エリ
アでのデジタルスタンプラリーの実施、③ライブカメラ映像の配信、④混
雑予測箇所の明示等で観光客を誘導する実証事業を行う。

株式会社Airporter
訪日客の大きな手荷物は電車やバスのスペースを圧迫し、日常利用者の
不便につながる。そこで、日本国内の宿泊施設または市中の特定地点か
ら国内出発空港を経て海外到着空港まで手荷物を直送するサービスを
構築。関西国際空港発のJAL便利用者を対象に実証実験を行う。

観光庁
参事官（外客受入担当）付  
課長補佐（統括）

荒井大介さん
あらい   だいすけ

語る人
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オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
防
止
＝
持
続
可
能
な
観
光
づ
く
り

「
ま
ず
は
や
っ
て
み
る
」こ
と
で
答
え
を
探
そ
う

「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
一
部
の
観
光
地
の
も
の
で
、
自
地
域
と
は
無
関
係
」と
感
じ
る
人
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
問
題
の
本
質
を
考
え
る
と
別
の
側
面
が
見
え
て
く
る
。

新
た
に
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
対
策
支
援
を
ス
タ
ー
ト
し
た
観
光
庁
で
、
そ
の
考
え
方
を
聞
い
た
。

オーバー
ツーリズム問題

観光庁に
聞く

Interview

同じ課題に対しても、地域の意思によって取るべき施策が異なる

受入環境を整え
「来ても大丈夫」

な状態を作る

受け入れ人数を
制限する

受け入れるが
所定の料金を取る

観光産業を重視
予算が確保できる

生活文化を守ること
を最重要視

観光資源の価値を
損なわず維持したい

観光客が多く来ている
図14　地域の意思による施策の違い

「なぜそうなっているのか」によって
とるべき対応が異なる

ゴミが
増えやすい
仕組み?

ゴミ箱
不足？

マナー
問題？

ゴミ問題を解決したい！

図15  課題の背後にある理由の例


